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お部屋に一鉢

蘭はいかが？

　ここ数年、家庭や職場でよく見かけるようになった蘭です

が、1970年代には希少価値の高い植物で70ユーロもする鉢がありま

した。そのまた昔、1900年初頭のころには、100ユーロもしていたの

をご存知ですか？ 近年は、手ごろな値段で購入できるようになりま

したが、ちょっと気まぐれなこの植物と付き合う方法を知っていま

すか？

　蘭にはいろいろなタイプがあり、それぞれが

特徴を持っています。胡蝶蘭（Phalaenopsis）
が一番ポピュラーで贈答用によく使われます。

産地は東南アジア（インド北部からオーストラ

リア北部）で、開花時期が長く、6カ月も咲き続

けることがあります。

　育て方は簡単、週に一度しっかり水をやりま

す。水が鉢に残らないように。そして、時々肥

料を与えます。18～25°Cの室温で光の当たると

ころに置いておけば十分育ちます。

　近年は、ほとんどが台湾から輸入されていますが、素晴らしい蘭

を見てみたいという方は、2月に東京ドームで行われる世界らん展

（Tokyo orchid show）にお出かけください。

　1996年、千葉雅亮がベトナムで新しい

品種の蘭を見つけました。オレンジ色の

小さい花をつける蘭です。彼にちなんで

ファレノプシス・チバエ（Phalaenopsis 
Chibae）と命名されています。

　日本では、戸外でのシンビジウム

（Cymbidium）の栽培が盛んですが、残

念ながらベルギーでは冬が寒すぎて栽培で

きません。中国産のこの蘭を栽培するに

は、春から秋にかけて庭で育てることが必

要です。この間花は咲きません。シンビジ

ウムは、2000年以上前から中国で育てら

れています。

　岡山市浜野の山本デンドロビューム園は

デンドロビューム（Dendrobiums）の栽培

を専門に扱っており、世界一の栽培家とい

ってもいいでしょう。欧米諸国で栽培され

ている品種の80%がこの園で作られたもの

だそうです。

　デンドロビューム・ノビレは、インド北

部からタイ北部にかけてが原産地で、気温の変化に対応する品種で

す。花を咲かせるにはシンビジウムのように外気に当てる必要があり

ます。他の蘭と同様、花が枯れ落ちても水をやり続ける必要がありま

す。少々忍耐が必要で、再び花が咲くまでに1年必要なときがあります。

　バンダ（Vanda）は蘭の中でも色の濃

い花を咲かせる品種です。原産地はタイで

根が飛び出して生えるのが特徴です。枯れ

てしまうので、決して根を土に埋めないよ

うに。根が飛び出しているので、週に2回

水をやります。花を咲かせるには、十分な

光も必要です。1800年代には、伝説の青い

蘭として知られていました。

　もし、プルーストを読んだことがあれ
ば、カトレア（Cattleya）の言葉を覚えて
いらっしゃるでしょうか。アマゾンの森が

原産地のカトレアは、良い香りの官能的な

花です。花の形は一様ではありません。決

して簡単に栽培できる品種ではなく、花は

数週間しかもちません。でも花の素晴らし

さに魅了されます。

　最後に、庭で生息するアツモリソウ

（Cypripedium）を紹介しましょう。ヨー

ロッパをはじめどこにでもある品種です

が、見つけるのは難しいです。フランスの

アルプス地方に見られますが、ほとんどは

アジアや北アメリカから来ています。日陰

でも育つので、栽培は簡単です。

　さて、簡単に蘭を紹介しましたが、いか

がでしたか。蘭がうまく咲かないなどご質

問は、いつでもお寄せください。

info@velvetine.be
 

記事作成に当たり、VelvetCaféの協力を得ました。

蘭を中心にブリュッセルでは珍しい品種の植物を
扱っています。
お店でも手入れ法、肥料のやり方などアドバイス
をもらえます。

VelvetCafé  
Chaussée de Charleroi 161, 1060 Bruxelles
月 14～18h45、火 - 土  10h30～19h、日休み
www.velvetine.be
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